
 
 
 

 

１｜「⼦どもスタートの教育」実践を丁寧にかたちづくる 

２｜グローバルな「幼⼩移⾏期」の議論と「円滑な幼⼩接続」 

2022 年 8 ⽉ 3 ⽇ 園内研修 ふりかえり 
対話者：浅井幸⼦⽒（東京⼤学⼤学院） 

研修の⽬的 
１｜今年度の研究において、「⼦どもスタートの教育」実践と「学級」、これまで⾃明

であった「協同」概念についてなど、問い直しの機会が増えている。 
これまでの「正しさ」を問い直す苦しさの中で、それをどう表現していくのか、 
「⼦ども理解」や「記録」「社会」などの概念も巻き込んで考えていく。 

２｜グローバルな「幼⼩移⾏期」の議論を踏まえ、⼦ども⾃⾝が幼⼩移⾏期をいかに 
  ⽣きていくのか、それをどのように考えるのかについてご講義いただく。 
参加者 

浅井幸⼦ 教授 （東京⼤学⼤学院）（オンライン） 
本園教諭 ７名  

 



 

 

 

対話内容 抜粋 

意味⽣成の記録（試作） 


